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平成 18 年度　　 　よ　さ　ん
平成 18 年度の予算と財政健全化に向けた取り組みの状況をお知らせします。

◆ 一 般 会 計 ◆

平成 18 年度当初予算額 平成 17 年度当初予算額 増　減　額 対前年度比
42 億 1,961 万円 43 億 6,260 万円 △　1 億 4,299 万円 △　3.3％

　※以下、1 万円未満を四捨五入して表記します。

◆ 特 別 会 計 ・ 企 業 会 計 ◆

特　別　会　計　名 予　　　算　　　額 対　前　年　度　比
国 民 健 康 保 険 10 億   650 万円 4.6％
老 人 保 健 12 億 3,113 万円 5.8％
下 水 道 事 業 1 億 8,770 万円 3.1％

企業会計名
収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

収　入　額 支　出　額 収　入　額 支　出　額
水 道 事 業 2 億 2,258 万円 3 億 2,010 万円 1 億 6,103 万円 2 億　907 万円
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財政健全化に向けた平成 18 年度の取り組み内容
　御浜町では、厳しい財政状況の中にあっても、前ページでお知らせした学校施設の大規模修繕及び耐
震補強事業やＪＡ三重南紀に対する選果場整備補助金をはじめとした、緊急かつ重要な課題に対応して
いかなければなりません。
　このため「新しいまちづくりの指針」の方向性に従って、行政サービスの見直しや再編を行っています。
　これまで行ってきた事務事業の削減や縮小、また、新たに活力を生み出すための事務事業の組み立て
と実施など、新しいまちづくりに向けて様々な取り組みを行っていきます。

 ( 単位：万円 )　
区　　分 平成 18 年度の主な取組内容 平成 18 年度効果額

歳

入

確

保

策

使用料・手数料の適正化 国基準を目安とした保育料の改定など 405

その他受益者負担の適正化
町営上市木墓地の募集用件の緩和による永代
使用の促進など

350

計 755

歳　

出　

削　

減　

策

人 件 費
町長、収入役、教育長の報酬削減、職員数の
大幅抑制と各種手当の削減、委員報酬の見直
しなど

9,221

内 部 管 理 費
情報システム・情報処理等委託料の削減、業
務補助員の削減、その他内部事務管理費の削
減など

3,596

施 設 等 維 持 費 支所連絡所等の開庁日数の見直しなど 547

補 助 費
負担金・補助金の見直し、町税前納報償金の
廃止など

2,499

そ の 他 事 務 事 業 経 費

自主運行バス路線の一部廃止、ことぶき人材
センター運営事業の廃止、地籍調査事業の縮
小、文化振興事業の縮小、その他事務事業の
整理合理化・見直しなど

1,724

特 別 会 計 繰 出 金 等 下水道使用料の改定による繰出金の減額 773

計 18,360

合　　　　　　　　　　計 19,115

※行政サービスの削減・縮小策等の影響をすべて、「効果額」という表現で表記しておりますのでご了承
ください。

※財政健全化に向けた取り組み内容や財政状況については、御浜町のホームページでもご覧いただけます。 

†問い合わせ先†　総務課 財政係　☎３―０５０５
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平成18年５月１日から

課 係 電 話 番 号 業　務　内　容

総 務 課

行　政　係
３－０５０５

議会・法規・住民自治・広報公聴・
交通安全・選挙

庶　務　係 秘書・人事・給与

企　画　係 ３－０５０７ 総合計画・情報・統計・行革

財政管理係
３－０５０５

財政・財産・入札

防災対策室 防災・消防・危機管理・防犯

税 務
住 民 課

税　務　係 ３－０５１０ 町税賦課徴収（国保税含む）

住　民　係
３－０５１２

戸籍・住民・印鑑証明・住民相談・
消費者行政

保険年金係 国保・年金・老人保健

健 康
福 祉 課

福　祉　係 ３－０５１５ 高齢者・障害者・母子・寡婦・児童・
医療費・介護保険・生活保護

包括支援係 ３－０５１４ 地域包括支援・福祉相談

健康づくり推進室 ３－０５１１ 健康づくり・疾病予防・予防接種

生 活
環 境 課

環　境　係 ３－０５３１ 廃棄物・公害・浄化槽・自然環境

上下水道係 ３－０５１３ 上水道・下水道

産 業
建 設 課

管　理　係 ３－０５１９ 都市計画・住宅・開発・建築

工　務　係 ３－０５２１ 土木・農道・林道・治山

産業振興係（農業以外）
３－０５１７

林業・水産・商工・観光

農業振興室 農業振興・地域農政・農業委員会

出 納 室 出　納　係 ３－０５２３ 公金出納・物品管理

教 育 課
学校教育係

３－０５２６

学校教育・教育施設整備・給食セン
ター

生涯学習係 社会教育・社会体育・人権・公民館・
男女共同参画

議会事務局 総　務　係 ３－０５２４ 議会・公平委員会・監査

役場の機構が変わります役場の機構が変わります
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は
か
り
の
検
査

は
か
り
の
検
査
を

　
　
　
　
　
　

 

受
け
ま
し
ょ
う

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
９
︱
２
２
３
︱
５
０
７
５

役
場
産
業
建
設
課

☎
０
５
９
７
９
︱
３
︱
０
５
１
７

※
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

は
、
三
重
県
計
量
検
定
所
（
津

市
）
へ
計
量
器
を
持
参
し
、
検

査
を
受
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
定
期
検
査
を
受
検
し
な

か
っ
た
者
は
、
50
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。（
罰

則
規
定
：
計
量
法
１
７
３
条
）

　

秤
量
６
㎏
以
下
の
電
気
式
は
か

り
及
び
固
定
式
は
か
り
に
つ
い
て

は
、
三
重
県
計
量
検
定
所
の
職
員

が
５
月
17
日
～
25
日
の
間
に
お
伺

い
し
、
使
用
し
て
い
る
場
所
で
検

査
を
行
い
ま
す
。

　

計
量
器
の
種
類
や
能
力
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
方
に
は
、
事
前
調
査
書
を
お
送

り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新
た
に
使

用
を
始
め
た
等
に
よ
り
調
査
書
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
産
業
建
設

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

青
果
等
の
庭
先
販
売
用
、
行
商

用
⑶
病
院
・
薬
局

薬
の
調
剤
用
、
体
重
測
定
用

（
健
康
診
断
用
）

⑷
官
公
所

体
重
測
定
用
（
学
校
、
幼
稚
園

等
の
健
康
診
断
用
）

⑸
宅
配
取
扱
業
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
の
取
次
も
含
む
）

宅
配
便
用

⑴
商
店
・
ス
ー
パ
ー

精
肉
・
鮮
魚
・
青
果
・
惣
菜
の

内
容
表
記
で
の
販
売
用

⑵
農
業

穀
物
・
椎
茸
・
製
茶
・
鶏
卵
・

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に
一
度
検
査
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、三
重
県
計
量
検
定
所
で
は
次
の
通
り
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

月　　日 検　査　時　間 検 査 場 所

５月 17 日（水）
午前９時 30 分～ 10 時 30 分 志 原 公 民 館
午前 11 時～ 12 時 神 木 公 民 館
午後１時 30 分～２時 30 分 尾 呂 志 支 所

５月 18 日（木）午前９時 30 分～午後３時 中 央 公 民 館
５月 19 日（金）午前９時 30 分～１２時 下市木公民館

◆
日
程
・
場
所

◆
所
在
検
査

◆
検
査
免
除
に
な
る
場
合

◆
手
数
料

◆
事
前
調
査

◆
該
当
と
な
る
計
量
器
の
例

【
課
長
級
】

農
林
水
産
課
長
兼
建
設
課
長
（
建

設
課
長
）

中
村　

博
文

議
会
事
務
局
長
（
総
務
課
参
事
兼

総
務
課
長
補
佐
兼
企
画
振
興
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
）

清
水　

恒
廣

【
課
長
補
佐
級
】

教
育
委
員
会
総
務
担
当
主
幹　

給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
農
林
水
産
課

管
理
担
当
主
幹
）

松
岡　

廣
吉

【
係
級
】

総
務
課
職
員
係
（
総
務
課
付
け
）

西
田　

千
賀

福
祉
保
健
課
長
寿
社
会
係
（
福
祉

保
健
課
福
祉
係
）

西　
　
　

勉

福
祉
保
健
課
長
寿
社
会
係
（
福
祉

保
健
課
住
民
健
康
係
）室

谷　

智
子

【
所
長
級
】

神
木
保
育
所
長
（
志
原
保
育
所
主

任
保
育
士
）

南　
　

枝
折

【
主
任
保
育
士
級
】

市
木
保
育
所
副
主
任
保
育
士
（
志

原
保
育
所
副
主
任
保
育
士
）

大
家　

睦
代

志
原
保
育
所
副
主
任
保
育
士
（
市

木
保
育
所
副
主
任
保
育
士
）

杉
松
千
恵
子

【
保
育
士
】

阿
田
和
保
育
園
（
市
木
保
育
所
）

中
西　

幸
見

志
原
保
育
所
（
阿
田
和
保
育
園
）

古
家
ま
ゆ
み

【
嘱
託
】

税
務
住
民
課
住
民
係
（
総
務
課
調

整
室
）

辻
本　

淑
子

■
保
育
所
関
係

　

４
月
１
日
付
け
で
、
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
異

動
に
な
っ
た
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）。

　

な
お
、
５
月
１
日
付
機
構
改
革
に
伴
う
人
事
異
動
は
、
６
月
号

に
掲
載
予
定
で
す
。

町
職
員
人
事
異
動

　

こ
の
定
期
検
査
ま
で
に
、
計
量

士
に
よ
る
「
代
検
査
」
を
受
け
た

場
合
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開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た

め
、
行
政
情
報
の
公
開
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

情
報
公
開
条
例
は
、
公
文
書
の
原

則
公
開
を
定
め
た
も
の
で
、
町
長

を
は
じ
め
す
べ
て
の
行
政
機
関
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の

適
切
な
取
り
扱
い
を
定
め
、
個
人

情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
等

を
保
障
す
る
た
め
、
平
成
15
年
６

月
に
個
人
情
報
保
護
条
例
を
施
行

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や

不
適
切
な
個
人
情
報
の
収
集
を
抑

止
す
る
た
め
、
本
年
４
月
か
ら
職

員
や
受
託
業
務
従
事
者
な
ど
に
対

す
る
罰
則
規
程
が
追
加
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

主
な
罰
則
と
し
て
は
、

▼
職
員
等
が
、
正
当
な
理
由
な
し
に

個
人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ
た
電
子

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
た

場
合
、
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
１

０
０
万
円
以
下
の
罰
金

▼
法
定
外
公
共
物
譲
与
に
係
る
特

定
作
業
業
務
委
託
仕
様
書

▼
法
定
外
公
共
物
等
調
査
業
務
に

係
る
国
有
財
産
特
定
図
面
等
の

電
磁
的
記
録

個
人
情
報
保
護

情
報
公
開
と

　
　
　

個
人
情
報
保
護

平
成
17
年
度
情
報
公
開
制
度
の

実
績

【
請
求
件
数
】　　

３
件

【
処
理
状
況
】

開　
　

示　
　
　

３
件

部
分
開
示　
　
　

０
件

非
開
示　
　
　

０
件

（
異
議
申
立
て　

 

０
件
）

（
合
計
）　　
　
　

３
件

【
主
な
請
求
の
内
容
】

▼
砂
利
採
取
の
許
可
内
容
と
町
の

意
見
書
の
内
容

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課
☎
３
︱
０
５
０
５

　

行
政
文
書
の
電
子
化
が
急
速
に

す
す
む
中
で
、
個
人
情
報
の
保
護

は
行
政
機
関
に
と
っ
て
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
す
。
今
後
も
個
人
情

報
の
適
正
な
管
理
運
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
個
人
情
報
保
護
制

度
の
実
績

【
請
求
件
数
】　

０
件

▼
職
員
等
が
、
公
文
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
個
人
情
報
を
不
正
な

利
益
を
得
る
目
的
で
提
供
又
は

盗
用
し
た
場
合
、
１
年
以
下
の

懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

▼
職
員
が
、
そ
の
職
権
を
乱
用
し

て
職
務
以
外
の
目
的
で
個
人
の

秘
密
が
記
録
さ
れ
た
文
書
等
を

収
集
し
た
場
合
、
１
年
以
下
の

懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

▼
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ

り
、
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け

た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
過
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†　

税
務
住
民
課
住
民
係　

☎
３
︱
０
５
１
２

※
行
政
相
談
委
員
と
は
、
総
務
大
臣
よ
り
委
嘱

　

さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

　

相
談
相
手
で
す
。

︻
日　

時
︼
５
月
17
日
︵
水
︶
午
前
９
時
～
12
時

︻
場　

所
︼
役
場
１
階
会
議
室

︻
相
談
員
︼
行
政
相
談
委
員　

上
ミ
地　

祥
浩　

氏

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
・
県
・

市
町
村
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
や
苦
情
・
ご
要
望
を
お
聞
き

し
、
改
善
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度
を

皆
さ
ん
に
も
っ
と
よ
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
５
月
22
日
（
月
）

か
ら
28
日
（
日
）
ま
で
の
一
週

間
を
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
様
々
な

行
事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
先
立
ち
、
御
浜

町
で
も
次
の
と
お
り
「
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・

道
路
・
福
祉
な
ど
、
行
政
の
仕

事
全
般
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
困
り
ご
と
が
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
は
無
料
・
予
約
不
要
（
当

日
先
着
順
受
付
）
で
、
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

５
月
22
日（
月
）〜
28
日（
日
）

情

報

公

開

春
の
春
の
春
の

行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
週
間
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＊　所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。
＊　公務員の方は勤務先にお問い合わせください。
＊　あらかじめ受給対象者には通知していますが、届いていない方はお問い合わせください。

†問い合わせ先†　健康福祉課　福祉係　☎３―０５１５

児童手当が
小学校６年生までに
拡充されます

＊ 改正に伴う新規請求等は、平成 18 年９月 30 日まで受け付けたものに限り、４月１日
　 （または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

　どこが変わったの？
〔改正前〕支給対象年齢：小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）まで。

〔改正後〕支給対象年齢：小学校６年生（12 歳到達後最初の年度末）まで。

　　　　 併せて、所得制限が引き上げられます。

　手続きはどうしたらいいの？
平成 18年度に小学校４年生の児童がいる保護者の皆様
（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）

　　　　　■ 平成 18 年３月 31 日まで受給していた方は、引き続き支給されます。
　　　　　■ 受給資格があるにもかかわらず受給していない方は手続きをしてください。

平成 18年度に小学校５・６年生の児童がいる保護者の皆様
（平成６年４月２日～平成８年４月１日生まれ）　　　　　　

　　　　　■ 現在児童手当を受給していない保護者の方は認定請求書の提出が必要です。
　　　　　■ 現在すでに児童手当を受給されている保護者の方は額改定認定請求書の提出が必要です。

これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者の皆様

　　　　　■ 所得制限の引き上げにより受給できる場合があります。該当する保護者の方は、認定請求
　　　　　　 の手続きが必要になります。

●請求書のほか、認定に必要な添付書類
健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金等加入者の場合）
所得証明書（平成 18 年１月１日に御浜町に住所がなかった方）
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保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２

付
書
」
で
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
、

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事
務
所
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

自
転
車
の
安
全
利
用

　

昨
年
、
三
重
県
下
で
の
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
発
生
状
況

は
、
負
傷
者
１
，
７
５
２
人
、
死

者
16
人
で
し
た
。
紀
宝
警
察
署
管

内
で
も
、
昨
年
１
年
間
に
４
人
の

方
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
故
は
、
一
時
停
止
場
所
で
停

止
し
な
か
っ
た
り
、
安
全
確
認
を

怠
っ
た
た
め
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

交
通
事
故
当
事
者
と
な
ら
な
い

　

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納
付

す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権
を

守
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
給
付
に
は
、
老
後
の

生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金

だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
等
に

よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し
て
い

る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族

基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な

い
と
、
こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間

を
経
過
す
る
と
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
は
月
々

の
口
座
振
替
を
早
割
（
当
月
保
険

料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
）
に
す

れ
ば
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省

け
る
「
口
座
振
替
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
お
申

し
込
み
は
、
社
会
保
険
事
務
所
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
で
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金
番
号

な
ど
）
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関

届
出
印
を
押
印
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

悪
徳
商
法
と
は
、
言
葉
巧
み
に

粗
悪
品
や
不
要
な
も
の
を
買
わ
さ

れ
た
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
白
ア
リ

駆
除
な
ど
で
、
必
要
で
も
な
い
の

に
工
事
等
を
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
で
す
。
断
る
場
合
は
、「
要

た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
差
点
な
ど
で
は
一
時

停
止
と
安
全
確
認
を
確
実
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
人
乗
り
や

並
進
走
行
、
手
放
し
運
転
は
絶
対

に
や
め
、
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
夜
光
反
射
材
な
ど
も
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

り
ま
せ
ん
」「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」

等
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
は
、
契
約
書
な
ど

法
定
の
書
面
が
交
付
さ
れ
た
日
か

ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）。

　

詳
し
く
は
、
消
費
生
活
相
談

（
三
重
県
県
民
セ
ン
タ
ー　

☎
０

５
９
︱
２
２
８
︱
２
２
１
２
）
ま

た
は
、
紀
宝
警
察
署
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
宝
警
察
署

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

悪
徳
商
法
に
ご
注
意

消防署だより

　住宅火災による死者は建物火災による死者全体の
約９割を占め、その６割が 65 歳以上の高齢者となっ
ています。また、住宅火災でなくなった死者の約７
割が逃げ遅れでありました。火災を早期に気づいて
いれば助かった方も多いと思われます。
　このような状況を踏まえ、消防法が改正され、平
成 18 年６月１日から全国一律に住宅火災警報器等の
設置が義務付けられます。

適用時期は・・・
　新築住宅は平成 18 年６月１日から、既存住宅につ
いては、熊野市火災予防条例で規定され平成 20 年６
月１日までには設置していなければならないことに
なりました。
※熊野市火災予防条例は、御浜町にも適用されます。

†問い合わせ先†
　　熊野市消防本部予防課予防係
　　☎０５９７―８９―０９９４

忘
れ
る
と
障
害
・
遺
族
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と

保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す

あなたの家に

住宅用火災警報器
を設置しましょう
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１年に１回の定期的な健診で
自身の健康チェックを
１年に１回の定期的な健診で
自身の健康チェックを

めざそう！健診の達人

■
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
す
る
き
っ
か

け
に
す
る
（
一
次
予
防
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
査
に
よ
り
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
病
気
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ

る
（
二
次
予
防
）

　

多
く
の
病
気
は
、
発
見
が
早
い
ほ
ど
病
気
や

治
療
の
苦
労
が
少
な
く
、
治
る
確
率
も
高
く
な

り
ま
す
。
健
診
で
、
隠
れ
た
病
気
の
サ
イ
ン
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

５月
世界禁煙デイ
５月 31 日

　

喫
煙
は
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
多

く
の
が
ん
や
病
気
に
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は
ぜ
ひ

禁
煙
を
。

　

禁
煙
を
始
め
た
直
後
は
、
ニ
コ

チ
ン
切
れ
に
よ
る
禁
断
症
状
が
現

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
と
き
は
吸
い
た
い
気
持
ち
を
上

手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

■
３
つ
の
刺
激
で
ス
ト
ッ
プ
・
ス

モ
ー
キ
ン
グ

①
臭
覚
刺
激
法
⋮
香
り
が
自
律
神

経
に
作
用
す
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

で
、
吸
い
た
い
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消
。

②
痛
覚
刺
激
法
⋮
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
尖
っ
た
も
の
で
手
の
ひ
ら
を
押

し
、
刺
激
を
与
え
る
。
③
温
度
刺

激
法
⋮
冷
た
い
水
か
熱
い
お
茶
を

飲
ん
で
口
に
刺
激
を
与
え
る
。

　

本
年
度
も
、
御
浜
町
で
は
健
康
診
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
前
年
度
と
変
更
し
た
点
を
ふ
ま
え
、

上
手
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
機
関
な
ど
に
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
基
準
値
（
健
康
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
の
平

均
的
な
数
値
）
の
範
囲
内
が
上
が
る
（
あ
る

い
は
下
が
る
）
な
ど
、
気
に
な
る
点
が
あ
れ

ば
、
検
査
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

6
﹁
要
精
密
検
査
﹂
を
怖
が
ら
な
い
、
ま
た
、

め
ん
ど
う
く
さ
が
ら
な
い

○
健
診
で
異
常
が
見
つ
か
っ
て
も
、
病
気
の
診

断
が
確
定
し
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
要
精
密
検
査
」
と
い
わ
れ
た
ら
速
や
か
に

受
診
し
、
異
常
が
あ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

早
め
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
「
以
前
も
受
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
大
丈
夫

だ
っ
た
し
」
と
い
う
考
え
は
危
険
で
す
。
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
治
療
し
な
い
と
死
に
つ

な
が
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
項
目
で
も
、

新
た
に
別
の
病
気
を
発
病
し
た
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

7
﹁
異
常
な
し
﹂
を
過
信
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら

体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

○
健
診
で
は
、
体
の
す
べ
て
の
働
き
を
調
べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
き
ど
き
、
体
の
自

己
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
日
一
日
の
生
活
習
慣
が
明
日
の
健
康
を
つ

く
り
ま
す
。
１
年
後
も
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い

る
た
め
に
、
日
々
の
心
が
け
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回
の

定
期
的
な
受
診
は
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
の

第
一
歩
で
す
。

○
健
診
日
は
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
他

の
予
定
を
入
れ
な
い
よ
う
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
職
場
で
健
診
を
受
け
る
人
と
比
べ
、
主
婦
や

高
齢
者
は
健
診
の
機
会
を
逃
し
が
ち
で
す
。

健
診
日
に
注
意
し
て
、
確
実
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

2
な
る
べ
く
い
つ
も
同
じ
検
査
機
関
で
受
け
る

○
健
診
の
検
査
方
法
、
機
器
の
種
類
な
ど
は
検

査
機
関
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
健
診
結
果
と
正
確
に
比
較
で
き

る
よ
う
、
同
じ
機
関
で
受
診
す
る
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

○
健
診
結
果
は
大
切
に
保
管
し
、
数
年
単
位
で

比
べ
ま
し
ょ
う
。

3
健
診
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら
必
ず
目
を
と
お
す

○
「
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
見
よ
う
」
で
は
、
な

く
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
す
ぐ
に
、
す
み
ず
み
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

4
結
果
を
き
ち
ん
と
受
け
と
め
、
改
善
目
標
を

立
て
る

○
数
値
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
の
表
れ
で

す
。
軽
く
考
え
ず
、
食
生
活
、
運
動
習
慣
、

休
養
、
た
ば
こ
な
ど
改
善
目
標
を
立
て
、
そ

の
日
か
ら
実
行
に
う
つ
す
つ
も
り
で
。

5
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
検
査
機
関
に
相
談

す
る

○
検
査
項
目
な
ど
に
関
す
る
不
明
点
は
、
健
診

当
日
、
ま
た
は
結
果
を
受
け
取
っ
た
後
で
も
、

保健
だより

No.305

1
毎
年
欠
か
さ
ず
健
診
を
受
け
る

○
体
の
状
態
は
、
数
か
月
単
位
で
変
わ
る
こ
と

健
診
の
目
的

健
診
の
心
が
ま
え
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  7 日 紀南病院

14 日
谷口　智行　医師

（谷口クリニック）

21 日
平谷　一人　医師

（荒坂診療所）

28 日
井本　泰樹　医師

（井本医院）

■役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は
月曜～金曜の午後６時15分まで受付しています。
■「広報みはま」は御浜町ホームページでもご覧いただけます。
ホームページアドレス http://www.town.mihama.mie.jp/

紀南病院内科系
日曜外来診療

納
期
限
５
月
31
日（
水
）

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

５
月
の
納
税
期
限

●
固
定
資
産
税
第
１
期

●
軽
自
動
車
税

くらし の

情報

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

地
理
的
、
身
体
的
事
情
等
で
来

所
困
難
な
身
体
障
害
者
の
便
宜
を

図
る
た
め
、
県
の
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
（
木
）

受
付････

午
後
１
時
～
２
時

診
察････

午
後
２
時
～

【
場
所
】
紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】

（
１
）整
形
外
科

①
手
帳
交
付
要
否
・
障
害
程
度
変

更
の
医
学
的
判
定
（
か
か
り
つ

け
医
師
の
い
な
い
場
合
や
判
定

　

困
難
事
例
に
つ
い
て
の
判
定
）

②
補
装
具
要
否
判
定

（
２
）耳
鼻
科

①
手
帳
申
請
の
た
め
の
診
察
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

②
補
聴
器
の
要
否
判
定
（
た
だ

し
、
障
害
程
度
変
更
を
要
す
る

も
の
は
行
い
ま
せ
ん
。）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
（
予
約
締
切
５
月
19
日
（
金
））

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
３
︱
０
５
１
５

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
課
税
さ

れ
ま
す
。
売
買
・
譲
渡
が
行
わ
れ

た
場
合
は
す
み
や
か
に
登
録
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
原
付
二
輪
・
小
型
特
殊
車

役
場
税
務
住
民
課
（
税
務
窓
口
）

●
軽
自
動
車
・
二
輪
車
等

紀
南
自
家
用
自
動
車
協
会
（
ピ
ネ

１
階　

☎
２
︱
２
０
４
８
）

脳
ド
ッ
ク

受
診
希
望
者
募
集

︵
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︶

　

脳
ド
ッ
ク
と
は
、
脳
の
内
部
を

輪
切
り
状
態
で
映
し
出
す
高
度
医

療
機
器
を
使
い
、
ま
だ
症
状
を
現

さ
な
い
小
さ
な
異
常
を
発
見
す
る

こ
と
に
よ
り
、
早
期
治
療
や
日
常

生
活
を
改
善
し
脳
卒
中
の
予
防
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

平
成
18
年
５
月
～
平
成
19
年
３
月

●●●   ５月の担当医  ●●●

【
対
象
者
】

御
浜
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
35
歳
以
上
の
方
（
納
期
限
到

来
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
完
納

者
と
し
ま
す
。）

【
募
集
人
員
】
50
人

【
助
成
金
額
】

３
０
，
０
０
０
円
を
限
度
と
し
て

助
成
（
検
診
費
用
か
ら
定
額
５
，

０
０
０
円
を
控
除
し
た
額
）

【
申
込
受
付
期
間
】

平
成
18
年
５
月
１
日
～
募
集
人
員

に
達
す
る
ま
で

【
受
付
場
所
】

税
務
住
民
課
（
電
話
等
で
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

【
受
診
方
法
】

医
療
機
関
を
指
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
役
場
へ
申
し
込
み
後
、

受
診
者
本
人
が
直
接
希
望
す
る
医

療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
日
は
、
医
療
機
関
と
相

談
の
う
え
決
定
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
方
法
】　

保
険
証
・
領
収
書
・
印
鑑
・
通
帳

（
郵
便
局
以
外
）
を
持
っ
て
税
務

住
民
課
窓
口
、
又
は
支
所
等
で
助

成
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

心
身
障
害
の
程
度
が
、
一
定
以

上
の
方
の
所
有
す
る
車
両
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
平
成
18
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
の
納
付
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

次
の
も
の
を
用
意
し
、
５
月
24
日

（
水
）
ま
で
に
税
務
住
民
課
（
税

務
窓
口
）
へ
届
出
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
普
通
自
動
車
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

（
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
）。

【
用
意
す
る
も
の
】

印
鑑
、
平
成
18
年
度
軽
自
動
車
税

の
納
付
書
、
運
転
免
許
証
（
本
人

も
し
く
は
家
族
・
介
護
運
転
者

分
）、
身
体
障
害
者
手
帳
、
車
検

証†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
税
務
係

☎
３
︱
０
５
１
０
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図書館中央
公民館図書館だより

す
。
理
由
も
目
的
も
あ
り
ま
せ

ん
。
か
と
い
っ
て
辞
め
る
気
持
ち

も
あ
り
ま
せ
ん
。「
ご
縁
」
と
い

う
こ
と
ば
で
表
現
す
る
の
は
い
さ

さ
か
軽
薄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
人
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の

ご
縁
の
お
か
げ
で
、
今
、
自
分
が

こ
こ
に
い
ま
す
。
ぼ
く
に
と
っ

て
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
す
。

（
あ
と
が
き
よ
り
）

お
ぼ
う
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て

か
ら
、
も
う
か
れ
こ
れ
２
年
半
に

な
り
ま
す
。
右
も
左
も
分
か
ら
ぬ

ま
ま
飛
び
込
ん
だ
仏
教
界
で
す

が
、
住
み
込
み
僧
侶
と
し
て
毎
日

を
が
む
し
ゃ
ら
に
乗
り
越
え
、
や

っ
と
少
し
だ
け
馴
染
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

（
中
略
）

な
ぜ
お
坊
さ
ん
に
な
っ
た
の

か
。
仏
教
と
は
な
に
か
。
な
ぜ
生

き
る
の
か
。
お
坊
さ
ん
と
し
て
多

く
の
こ
と
を
経
験
し
、
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
、
自
分
は
一
体
な
ん

な
の
か
、
な
に
が
し
た
い
の
か
、

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
自
分
は
お
坊
さ
ん
な

ん
だ
ろ
う
か
、
仏
道
を
歩
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
す

ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
ん
ど
ん
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
ぼ
く
は
、
袈け

さ裟
衣い

を

身
に
纏ま

と

い
、
仏
教
を
語
る
の
で

◦まちづくり道場へようこそ
片寄　俊秀　著

◦父　相田みつを
相田　一人　著

◦震災にあった盲導犬クララ
石黒　謙吾　著

開館時間●午前 9 時～午後 4 時
休 館 日●毎週月曜日

本
一 冊 の

新刊案内新刊案内

ご
存
知
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」

　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
受

理
し
た
刑
事
事
件
を
起
訴
し
な
い

〈
料
金
〉
５
０
０
円

※
70
歳
以
上
は
無
料
で
す
。

※
当
日
は
必
ず
、
健
康
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１

ィ
ア
育
成
な
ど
の
助
成
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
ひ
と
つ
ぶ
の　

種
に
た
く
そ

う　

み
ん
な
の
未
来
』
を
合
言
葉

に
、（
社
）
三
重
県
緑
化
推
進
協

会
と
県
下
市
町
と
の
連
携
に
よ

り
、
こ
の
「
緑
の
募
金
」
運
動
を

幅
広
く
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
緑
の
募
金
運
動
期
間
】

５
月
１
日
～
31
日

†
問
い
合
わ
せ
先
†

産
業
建
設
課

☎
３
︱
０
５
１
７

おぼうさん、
はじめました。

松本　圭介　著

が
ん
検
診

【
日
程
】
５
月
31
日
（
水
）

【
場
所
】
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
受
付
締
切
】
５
月
30
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

●
胃
が
ん
検
診

〈
受
付
〉
午
前
８
時
～
10
時

〈
対
象
〉
30
歳
以
上

〈
料
金
〉
５
０
０
円

●
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）

〈
受
付
〉
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　

 

午
後
１
時
～
２
時

〈
対
象
〉
40
～
70
歳
代

〈
料
金
〉
１
，
５
０
０
円

●
子
宮
が
ん
検
診

〈
受
付
〉
午
後
１
時
～
２
時

〈
対
象
〉
20
歳
以
上

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

　

限
り
な
い
恵
み
を
与
え
て
く
れ

る
森
林
。
そ
の
森
林
を
私
た
ち
の

手
で
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
緑
の
募

金
」
で
す
。「
緑
の
募
金
」
は
、

平
成
７
年
に
つ
く
ら
れ
た
「
緑
の

募
金
法
」
に
基
づ
き
、
地
球
の
温

暖
化
や
洪
水
を
防
止
す
る
た
め
の

植
林
、
里
山
の
手
入
れ
や
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ

（
不
起
訴
処
分
）
と
決
定
し
た
場

合
、
そ
れ
で
良
い
の
か
ど
う
か
を

調
べ
る
国
の
機
関
で
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
公
職
選
挙

権
の
あ
る
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

が
全
員
で
相
談
し
て
事
件
を
審
査

し
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
人
の

任
期
は
６
ヶ
月
で
、
こ
の
間
は
非

常
勤
の
国
家
公
務
員
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
暴
行
な
ど

で
被
害
を
受
け
、
警
察
や
検
察
庁

へ
訴
え
た
が
不
起
訴
に
な
り
、
納

得
で
き
な
い
人
は
、
熊
野
検
察
審

査
会
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
検
察
審
査
会

☎
０
５
９
７
︱
８
５
︱
２
１
４
５

公
益
通
報
者
保
護
法

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
公
益

通
報
者
を
保
護
し
、
法
令
遵
守
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

益
通
報
者
保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
労
働
者
が
、
事

業
者
内
部
の
一
定
の
犯
罪
行
為
や

法
令
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
事
業

者
内
部
、
行
政
機
関
、
そ
の
他
の

事
業
者
外
部
の
い
ず
れ
か
に
通
報

し
た
場
合
、
公
益
通
報
者
に
対
す

る
解
雇
の
無
効
や
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止
、
並
び
に
公
益
通
報
を
受

け
た
事
業
者
や
行
政
機
関
の
と
る

べ
き
措
置
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

御
浜
町
の
通
報
窓
口
は
、
総
務

課
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「自主防災組織が
　　　　　次々と発足」

ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー

町内４つの小学校の入学式
が、一斉に行われました。尾
呂志学園小学校には４人が入
学。６年生のお兄さん・お姉
さんと手をつないで会場に
入った新入生は、担任の先生
から名前を呼ばれると元気よ

「４人の１年生が桜の門を
　　　　　くぐりました」7

カ
メ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト

4

263

尾呂志学園小学校入学式

阿田和の畑地区及び仲ノ町地区で、自主防災組織の発足
を兼ねた防災訓練が行われました。参加した住民の皆さん

畑、仲ノ町地区防災訓練

く返事をしていました。入学式の後は校庭の桜の下で写真を撮り、その後教
室に入って担任の先生のお話を聞きました。

は、役場職員から自主防
災組織の必要性について
説明を受けた後、実際に
地元の消火栓位置の確認、
消火栓からの放水訓練、
消火器を使った初期消火
訓練等を行いました。

畑地区自主防災組織の訓練

仲ノ町地区自主防災組織の訓練

入学式に臨んだ４人の１年生

初めて入った教室
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「交通安全の大切さを　　　
　　　　　　　改めて実感」94

高齢者・母の会交通安全研修会

春の全国交通安全運動期間に、紀伊自動車学校で高齢者及び交
通安全母の会会長等を対象とした交通安全研修会が開催されまし
た。熊野市・南牟婁郡から集まった参加者約４０人は、適性検査
を受けたあとコースに出て、運転席からの死角実験やシートベル
ト非着時衝撃体験実習を行いました。またダミー人形を使った衝
突実験では、その衝撃の大きさに驚きの声が上がっていました。

市木保育所年長児を対象に、交通安全教室が行われま
した。紀宝地区交通安全協会職員が、信号機や横断歩道
の渡り方、飛び出し注意について絵を使って分かりやす
く説明。また、紀宝警察署交通課長からは、「みぎがわを
あるく」「みちにとびださない」など５つの約束をお願い
し、園児たちも元気よく「はい」と返事をしていました。

「おまわりさんとの約束守ろうね」124
市木保育所交通安全教室

テノール歌手の稲葉祐三さん、ソプラノ歌手の森やよいさ
ん、ピアノ伴奏の北川裕子さんを招いて、日本の童謡や歌曲

「心を癒す、懐かしい童謡・歌曲」164
若葉のコンサート

５つの約束を話す紀宝警察署交通課長

美声を聴かせてくれた森さん（左）と
稲葉さん（右）

を歌う若葉のコンサートが開
催されました。誰もが知って
いる名歌を２人の歌手が独唱
や二重唱で歌い上げました。
また、観客も一緒になって歌
う場面もあり、会場全体が懐
かしい雰囲気に包まれました。

一緒に歌う観客

運転席からの死角実験

ダミー人形を使った衝突実験
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　総務課 
身近な話題を 
　お寄せください 
　　　　行政係 

み
は
ま
広
報
俳
句
三
月
抄

煎せ
ん
べ
い餅

の　

音
や
わ
ら
か
し　

弥
生
か
な　
　
　

向
井  

春
羊

保
育
園　

上
段
の
雛　

大
あ
く
び　
　
　
　
　

真
砂　

笑
子

菜
の
花
や　

久
々
に
受
く　

名
付
札　
　
　
　

尾
崎
喜
美
子

合
い
寄
り
て　

白
波
春
の　

岩
を
抱
く　
　
　

中
村　

幸
子

ひ
と
雨
に　

我
お
先
に
と　

木
の
芽
張
る　
　

濱
浦　
　

清

京
菓
子
の　

彩い
ろ

は
ん
な
り
と　

春
灯
し　
　
　

川
端
り
つ
子

早
春
の　

更
け
て
港
の　

灯ひ

の
う
る
む　
　
　

榎
本　

宣
子

春し
ゅ
ん
し
ょ
う

宵
の　

祝し
ゅ
っ
か歌

で
綴
る　

披
露
宴　
　
　
　
　

畑
中　

一
代

草
青あ

お

む　

地
蔵
見
守
る　

村
は
ず
れ　
　
　
　

和
田　

一
潮

ほ
の
白
く　

見
え
そ
む
花
の　

稲い

な

り

や

ま

荷
山　
　
　

桧
作　

豊
子

初は

つ

ね音
聞
く　

古
道
の
岩
に　

腰
お
ろ
し　
　
　

大
川　

青
螺

両
岸
の　

桜
触
れ
あ
ひ　

睦む
つ

ま
じ
き　
　
　
　

七
海　

笑
涙

種
売
り
に　

人
の
集
ま
る　

過
疎
の
里　
　
　

山
本　

要
子

輝き

燦さ
ん
さ
ん燦　

白は
く

木も
く
れ
ん蓮

を　

覚
ま
せ
け
る　
　
　
　

中
納　

米
子

こ
こ
だ
け
の　

話
ひ
ろ
が
る　

菜な

た

ね種
梅つ

ゆ雨　
　

日
浦
と
よ
乃

遠と
お
が
す
み

霞　

見
慣
し
山
を　

隠
し
を
り　
　
　
　
　

後
呂　

智
子

山
つ
つ
じ　

故ふ
る
さ
と郷

の
こ
と　

思
い
け
り　
　
　

井
奥
冨
久
子

野
や
山
の　

息い

ぶ

き吹
は
待
て
と　

名な

ご

り残
雪ゆ

き　
　
　

杉
目　

黄
渓

春し
ゅ
ん
せ
つ

雪
に　

幟
の
ぼ
り

は
た
め
く　

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮　
　
　
　
　

須
崎　

行
雄

ア
ル
バ
ム
の　

つ
ぶ
ら
な
瞳　

卒
業
す　
　
　

湊　
　
　

貞

巣
箱
か
け　

小
鳥
を
待
て
り　

梅
林　
　
　
　

福
井　

清
子

「
菜
の
花
は　

好
き
な
花
よ
」
と　

絵
手
紙
に　

谷
口　

企
世

尾呂志分団に新車両導入

尾呂志分団に配備された消防車

消防車引渡し式

町長から鍵を受け取る赤崎消防団長

　

こ
の
ほ
ど
、
尾
呂
志
分
団
に
、
新
し

い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
導
入

さ
れ
、
車
両
の
引
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
車
を
更
新

し
た
も
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
か
ら
送

水
ま
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
従

来
よ
り
容
易
に
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
山
間
部
で
の
使
用
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
中
継
ポ
ン
プ
も
搭
載
し

て
お
り
、
山
火
事
な
ど
の
場
合
に
も
使

い
勝
手
が
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　この度、御浜町消防団神志山分
団長・岡鼻宏育さんが日本消防協
会功績章を、市木分団長・﨑久保
文隆さんが日本消防協会精績章を
受章されました。
　両氏の、永年にわたる消防活動
に尽力された功績が認められての
受章です。

功績賞を受章された岡鼻神志山分団長
（左）と、精績章を受章された﨑久保市
木分団長（右）

日本消防協会表彰
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人  口 10,082 人（－ 91 人）
　  男 04,698 人（－ 50 人）
　  女 05,384 人（－41 人）

世帯数 　4,329 戸（－14 戸）

4月１日現在の人の動き 入
学
式
の
取
材
に
お
じ
ゃ
ま
す
る

と
、
紀
宝
地
区
交
通
安
全
協
会
か

ら
新
１
年
生
に
黄
色
の
傘
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
傘
を
広
げ
て
ポ
ー
ズ
を
と

る
１
年
生
の
姿
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し

く
、
表
紙
の
写
真
に
是
非
使
用
し
た
い

１
枚
で
し
た
▼
路
上
で
も
、
黄
色
の
帽

子
、
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
集

団
を
見
か
け
ま
す
。
小
さ
い
１
年
生
の

体
は
ラ
ン
ド
セ
ル
に
隠
れ
て
し
ま
い
、

遠
く
か
ら
だ
と
、
た
だ
黄
色
の
物
体
が

動
い
て
い
る
よ
う
で
、
実
に
微
笑
ま
し

い
も
の
で
す
▼
さ
て
、
外
で
は
中
国
か

ら
の
黄
色
い
砂
が
舞
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
車
や
洗
濯
物
に
付
着
し
、
景
色
も

か
す
ん
で
見
え
ま
す
。
花
粉
の
次
は
黄

砂
か
と
う
ん
ざ
り
し
ま
す
が
、
ま
だ
鼻

に
害
を
与
え
な
い
だ
け
ま
し
で
し
ょ
う

か
。
黄
砂
の
観
測
日
は
最
近
数
年
、
急

激
に
増
え
て
い
る
と
か
。
春
の
憂
鬱
が

ま
た
一
つ
増
え
そ
う
で
す
。

切り昆布と
にんじんの煮物
材　料（４人分）

健康逸品 この一品

切り昆布（生）･･１４０ｇ　　　だし････････１００㏄

にんじん･･････････８０ｇ　A　 しょうゆ･･小さじ２弱

ちくわ････････････４０ｇ　　　みりん････大さじ１/２

まいたけ････････１２０ｇ

作 り 方

メニュー提供：御浜町食生活改善推進協議会

① 切り昆布は食べやすく切り、にんじんは細
い棒状に、ちくわは斜めに切る。まいたけ
はほぐす。

② 鍋に Aを煮立て、①を加えて時々混ぜなが
ら、汁気がほとんどなくなるまで煮る。清岡　琥

こ た ろ う

太朗く
ん

俊樹さ
ん・香織さ

ん

♥  阿田和 

♥

平成18年2月1日～28日届出分

は
じめ

まして
 

●
自
分
も
大
切
、
周
り
も
大
切

　

新
し
い
年
度
に
な
っ
て
１
ヶ
月
、
す
ぐ
に
新
し
い
環
境
に

な
じ
ん
で
い
る
人
も
い
れ
ば
、
な
か
な
か
適
応
で
き
ず
苦
し

ん
で
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
「
新
し
い
環
境

で
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
て
も
、
理
想
と
現
実

の
狭
間
で
も
が
い
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ひ
ど
け
れ
ば
「
五
月
病
」
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
つ
ら
く
て
も
誰
か

が
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
こ
と
、
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と

が
ど
れ
だ
け
心
強
い
こ
と
か
。
ま
た
、
自
分
の
や
っ
て
い
る

こ
と
に
自
信
が
持
て
な
く
て
悩
ん
で
い
る
と
き
、「
あ
な
た

の
頑
張
り
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る
よ
。」「
い
つ
も
よ
く
や
っ

て
く
れ
て
い
る
ね
。
あ
り
が
と
う
！
」
と
周
り
の
人
が
ひ
と

こ
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
で
ど
ん
な
に
励
ま
さ
れ
た
り

癒い
や

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
。「
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が

き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
、
日
々
実
感
で
き
る
こ
と

が
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
そ
う
い
う
声
か
け
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る

気
が
し
ま
せ
ん
か
。
日
常
の
喧け

ん
そ
う騒

に
紛
れ
、
ま
た
個
人
の
権

利
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て

い
く
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
自
分

の
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
周
り
の
人
も
幸
せ
で
あ
る
こ
と
で

自
分
が
も
っ
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
で
人
と
接
し
、
豊
か
な
つ
な
が
り
を

も
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
ね
。

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会


